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本
校
創
業
の
際
に
於
て
，
遠
大
の
抱
負
を
以
て
豫
科
第
一
一
一
級
に
入
墨
し
た
一
一
十
四
名
竝
に
六
十
一
名
の
假
入
學
者
中
、
學
業
に
、
運
動
に
、
將
龍
南
會
の
創
立
に
、
不
断
の
努
力
を
続
く
る
こ
と
五
星
霜
、
錘
に
首
尾
よ
く
そ
の
業
を
了
へ
た
一
部
法
科
生
四
名
・
同
文
科
生
一
一
名
、
一
一
部
工
科
生
五
名
、
同
理
科
生
一
一
一
名
、
合
計
十
四
名
の
人
々
に
對
す
る
晴
れ
の
第
一
同
卒
業
式
は
、
二
十
五
年
七
月
第
一
一
一
章
新
校
建
築
と
其
後
の
第
五
高
等
中
學
校
一
七
五
過
日
掲
示
置
候
勅
語
奉
迎
ト
シ
テ
明
廿
三
日
午
前
第
九
時
當
校
へ
参
集
ス
ベ
シ
明
治
廿
四
年
一
月
十
六
日
第
五
高
等
中
學
校
長
平
山
太
郎
殿
迫
テ
本
文
謄
本
竝
一
一
訓
示
一
組
〈
貴
枝
醤
學
部
へ
交
付
ノ
分
一
一
有
之
候
右
申
添
候
也
謄
木
竝
訓
示
〈
別
便
差
立
候
也
明
治
廿
四
年
一
月
廿
三
日
第
五
高
等
中
學
校
文
甲
六
號
｜
月
廿
一
日
受
付
第
二
二
賎
教
育
一
一
一
一
關
ス
ル
勅
語
親
署
ノ
分
既
一
一
下
附
相
成
候
庭
尚
勅
語
謄
本
竝
一
一
文
部
大
臣
訓
示
各
二
葉
交
付
相
成
候
條
御
受
領
有
之
度
此
段
申
進
候
也
右
掲
示
ス
本
日
勅
語
奉
迎
ト
シ
テ
参
集
之
儀
掲
示
置
候
虚
已
｜
｜
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夜
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本
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内
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章
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後
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五
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中
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校
右
掲
示
ス
明
治
廿
四
年
一
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廿
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而
し
て
又
勺
我
が
五
高
同
窓
會
が
曇
に
秋
月
先
生
特
輯
號
の
會
報
を
刊
行
し
た
所
以
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
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章
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校
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と
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後
の
第
五
高
等
中
學
校
一
七
六
十
日
午
一
別
九
時
よ
り
、
式
場
た
る
雨
天
艫
操
場
に
於
て
學
行
せ
ら
れ
た
。
そ
の
数
に
於
て
僅
に
十
四
名
に
過
ぎ
か
、
到
底
今
日
の
比
で
な
い
が
、
縣
知
事
・
師
團
長
ま
で
も
帆
酔
を
朗
読
す
る
な
ど
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送
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る
人
も
、
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即
ち
、
此
の
日
門
前
に
は
大
緑
門
を
設
け
，
菊
花
を
以
輌
て
作
れ
る
卒
業
式
の
大
額
を
掲
げ
、
表
門
及
び
本
館
玄
關
事
務
室
リ
第
罐
（
現
生
徒
課
、
圖
書
課
）
等
の
入
口
に
は
國
旗
を
交
叉
し
、
玄
關
一
中
回
麩
一
別
に
は
凡
そ
二
百
個
の
球
燈
を
釣
し
、
烟
火
を
揚
げ
て
光
彩
を
添
》
『
へ
た
・
午
前
九
時
十
分
、
職
員
生
徒
及
び
知
事
・
師
團
長
・
貴
衆
雨
滝
壷
議
員
・
縣
會
常
置
委
員
・
諸
官
衙
・
學
校
・
其
他
の
来
賓
一
同
着
席
す
明
一
一
読
科
ろ
や
、
嘉
納
校
長
先
づ
學
事
の
怖
況
を
報
じ
た
る
後
、
順
次
卒
業
針
“
護
書
を
授
與
し
、
次
い
で
一
場
の
告
酔
を
述
べ
、
経
っ
て
卒
業
生
年
Ｊ
駐
〃
総
代
武
藤
虎
太
氏
の
答
辮
，
教
員
総
代
櫻
井
教
授
演
述
。
吉
川
醤
十
後
一
倒
學
部
主
事
・
生
徒
總
代
甲
斐
一
之
・
松
平
熊
本
縣
知
事
。
茨
木
陸
曰
央
舞
岬
軍
少
將
の
諸
氏
各
々
祇
辮
朗
讃
あ
り
、
次
に
一
元
本
校
教
諭
一
幅
井
彦
く
瓜
次
郎
氏
の
演
説
を
以
て
式
を
了
ｂ
、
来
賓
に
は
教
員
控
所
及
び
會
》
議
室
に
於
て
、
職
員
卒
業
生
に
は
庶
務
及
び
會
計
掛
室
に
於
て
和
や
か
な
立
食
の
宴
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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ヲ有セサル可カラス諸子ハ今ヨリ後年々本校ヨリ卒業スル生徒ノ模範タルノ覺悟ヲ有セサル可カラス諸子ノ責
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維明治廿五年七月十日我校第一同卒業護書授與式ノ典ヲ畢行セラレ其榮ヲ荷うモノ加藤君以下十有四人本校創
立以來絃一一五星霜藷君志操堅確研磨砥礪以テ本校卒業ノ噴矢トナリ將二大學｜一入ラントス諸君ノ榮何ヲ以テ之
二加ヘン然しトモ榮大ナル者ハ其任亦重シ思う一一大學一一入ルノ日十目悉ク諸君二集リ十手等シク藷君ヲ指ス蓋
シ諸君ノ行爲ヲ税學藝ヲ察シ以テ敢テ我高等中學ノ全班如何ヲ推測スルモノ有ラン鳴呼我校ヲシテ九鼎大呂ヨ
リ重カラシムルモ諸君ナリ塵芥鴻毛ヨリ輕カラシムルモ藷君ニアリ校長教授諸先生孜々埴勉全カヲ教職二喝サ
レシ厚意ヲシテ炳然赫突タラシムルモ諸君ナリ之ヲシテ雲散霧消セシムルモ諸君一一アリ憶う前年陛下親シク
名教ヲ垂し蘂勵備其至ラザルナク生徒一同感激賛襄奮テ拱恩ノ萬一｜一報センコトヲ期ス而シテ一同ノ爲二此赤
心ヲ表白スルモ諸君ナリ一同ヲシテ
第三章新校建築と其後の第五高等中學校
一七九
諸子ハ我校第一同ノ卒業生クルヲ以テ経リニ臨ミ特一一一言セサルヲ得サルコトァリ近年九州二幾多ノ人材ヲ出
シタルコトハ天下ノ尤モ許ス所ナリ抑モ此等ハ皆諸子ノ先輩一一シテ明治ノ世紀二於テ勇ヲ薑ヒテ卒先シ榛隷ヲ
剪除シ荒蕪ヲ開拓シ以テ種７播キ苗ヲ生セシメタルモノト謂ハサル可カラス夫レ創業ノ功ハ此等先輩アリーナ既
二之ヲ葵セリ然レトモ此一一綾キテ之ヲ栽培育養シ美果ヲ結ハシムル守成ノ務ヲ謀ルーーハ必ス先輩二比シテ劣ラ
サルノ人物ヲ須ツモノナリ而シテ此等ノ人ハ必ス愛國ノ精榊一一富マサル可カラス文明時代ノ學藝一一通セサル可
第三大學一一在ルノ間
第
四
大
學
ノ
業
ヲ
卒
ル
志ヲ稗ズルコト勿レ
第一墨間研究ノ目的ハ或ハ其眞理一一アリ或ハ其應用一一アリ今我國ノ現状ヨリ観察スレパ先ヅ應用ヲ主トシ眞
理ノ探討ヲ後ニス可シ然しドモ若シ眞理ノ探討ヲ爲サント欲セパ其眞理ヲ應用スルトキハ世ヲ益スルコト緊
要且シ鵤大ナルモノヲ先ニス霞へシ
第一一大學二於テ修ムル所ノ學業ハ唯自己畢生ノ業務二對スルノ準備一一止マルモノナルヲ忘ル可カラズ故二目
前ノ名譽等ヲ得ント欲シテ不急ノ事物二注目シ或ハ勤勉度二週ギテ遂二攝生ヲ忽一一スルガ如キコトァル勿レ
第一一一大學｜一在ルノ間ハ所謂主一無適ヲ守り心ヲ他事二寄セズ以テ書生ノ活溌ナル精祁ヲ養ハザル可カラズ
ｅ
第四大學ノ業ヲ卒ルノ日各自職業ヲ撰プノ時二方リ龍ク、氷遠確乎ノ目的ヲ立テー時ノ名譽待遇等二心ヲ移シ
湛
ヘ
サ
ル
ナ
リ
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子ノ學業上一一アラス帥チ諸子力畢生資ヲ學業二取り之ヲ利用シテ以テ大二祗會二典フル所ノ結果一一在ルナリ此
二於テ予ハ諸子力大學二在テ修學スルノ間飽クマテ左ノ数項一一注意シ之ヲ服贋シ須輿モ忘レサランコト希望一一
●
辨鱸縦雌
吉田爵學
部主事の
覗詞
第
五
高
等
中
學
校
教
授
醤
學
部
主
事
從
六
位
吉
田
健
康
櫻井教授演述・松平知事並に茨木少將の覗辮（省略）
是より先、生徒間に於ては、七月七日を卜して、卒業生還別會を催してその前途を祀輻してゐる。今、雑誌第
九雛（明治廿五年九月廿日發行）の記事を掲げて見れば、
（前略）乃ち相謀り七月五日席を忘吾會舍に設け送別の倉を張る會するもの綿て三百餘人門前には旭旗を交叉し
以て光景を壯にし槙上槙下及び庭園に至る迄請酒清麗以て會場を優にし斡旋甚だ周到なり槙下の廣室を以て式
場に嘗て槙上を以て宴席となす午後三時に至り用意全く調ひ倉員已に集まる乃ち林市藏氏先づ起ちて開會の瀞
を述べ古森幹枝氏次で祇文を期讃し野口彌三氏祀辮を演泰其他大塚未雄氏堀貞江口俊博澁谷爲太郎吉田豊水月
仲九和木貞藤島國廣朝山景秀吉川久大即諾氏或は文を讃み或は詩歌を吟じ或は辞を演じ以て共行を紐し以て其
前途を戒め皆衷情より之を發露せり（中略）一一一百の鑛衆沈獣敬蕊倦怠の色なく其佳虚に遇へぱ喝采の鑿殆ど天
地に震へり最後に藤本充安氏は卒業生総代として答鮮を述ぶ祇詞漬説此に全く霊含乃ち抽銭を以て位次を定め
席を槙上に移す席全く定まり酒を飲み肴を食ひ以て快を取る宴已に前に耳漸やく熱する比ひ忽ち正面の高席に
當ｂ噌々切々絃を擬ふ鑿を聞く即ち東鴫某の薩摩琵琶なり（中略）絃謹已に止んで日漸やく募る此に於て漸次
第三章新校建築と共後の第五高等中學校
一八一
以テ國家ノ隆盛ト一幅趾トヲ將來一一期シ其自ラ信スル虚ノモノーー負カサランコトヲ希望二樫サル所ナリ
卿力所思ヲ陳テ祀詞一一代フト云爾
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聖恩ヲ解サザルノ小人硯セラル、一一至ラシムルモ諸君一一アリ鴫呼諸君ノ任亦大ナル哉然レドモ九州ノ男子剛直
質朴敞衣素食其行クャ奮然共止ルャ確然外物ノタメニ其中ヲ撹乱セラレザルハ多ク我九州男子ノ養上得ル所ト
ス以是一旦諸君此地ヲ去テ華美俗ヲナシ輕挑風ヲ爲スノ地一一至ルモ必ス平素諸君ト共一一居住スル我九州ノ良俗
ト諸君ト共一一養成サル、我校ノ好慣習トヲ以テ別一一一肚會ヲ開クノミナラス之ヲ輩固一一シ之ヲ擴充シテ衆生徒
ヲシテ則ヲ我二取り本校ヲシテ赫々クル光輝ヲ護セシムル蓋此行一一在ルハ固ヨリ疑ヲ容レス豈偉ナラスャ安ソ
躍躍林舞シテ之ヲ賀セサルヲ得ンャ卿蕪辞ヲ艸シテ護テ祗意ヲ表ス
明治二十五年七月十日
第
五
高
等
中
學
校
生
徒
総
代
甲
斐
一
之
瞥
學
部
主
事
祗
詞
本日第五高等中學校本科生諸子ハ定期ノ試験ヲ経テ絃一一卒業護書ヲ授與セラレグリ不肯健康職ヲ醤學部主事一一
承クルヲ以一プ卒業生諸子ノクメー言以テ肌セサルヲ得サルナリ
第五高等中學校ハ明治十九年勅令第十五號一一基キ設置セラレクルモノ一一シテ卒業生諸子ハ本校創立ヨリ今日二
至ル幾多ノ星霜ヲ経テ其學フ所智徳修養ノ完成ヲ期シ今ャ諸子ハ多年勤學ノ効空シヵラズシテ此卒業證書ヲ受
ケラル、一一至りシハ實二諸子ノ名譽大ナリト謂ツヘシ又諸子ノ今日マテ學揮來ル所ノ能力ハ印チ國家ノ光華ナ
●
リ然リ而テ諸子ハ之ヨリ盆ス進ンテ大學一一入り盆ス學理ノ蕊奥ヲ極メテ以テ其實ヲ結上大一一國家有カノ士トナ
リ共霊ス虚ナカルペカラス故一一諸子ノ前途街遼遠一一シテ又諸子ノ責任ノ大ナルコトハ諸子ノ自ラ信スル所ナラ
ン諸子猫百折不携ノ精榊ヲ酒養シ倍ス進ンテ巳マス盆ス健康一一シテ盆ス勉勵シ益ス氣節ヲ尚上盆ス徳義ヲ重シ
明
治
二
十
五
年
七
月
十
日
●二
十
五
年
十月末の
職員生徒
数
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｌ學團の編成二篭育會の創設三幅井先生の離別四飯田舎監の訣別五土曜會の開設六開校式に於ける瞥學部との
く
く
く
く
く
く
Ｊ
Ｊ
親交會化招魂祭への寄附入撃剣會及柔術會の設置⑪自炊制度竹龍南會の開會
く
く
（中略）吾人若し監理者によりて此等の事業を一元ふするを得たりとせば監理者の愛化は一々影響を吾人に及ぼす
べき筈なり然るに資際之が憂化を兄たることなきより見れば固より生徒一己の力なりしや知るべし（下略）
而して二十四年五月には、官報・九州日日新聞・熊本新聞・九州自由新聞・輻岡日日新聞・鎮西日報・長崎新
報・大分新聞。宮崎新報・日州新報・鹿兒島新聞・佐賀新聞・幅陵新報等に、本科、豫科、同補充生募集の廣告を
なし、八月一一十五日を以て出願締切とし、九月一日より試験を開始したのであるが、翌二十五年九月一日、午前七
時より九時まで算術、九時より正午まで英文和課を課して、第一次入墨試駿を行ひ、四日成績を掲示し、五日よ
り各年級の第一一次試騎を行ひ、十月十日には、開校記念式を催し、勅語奉讃、學校長・秋月教授・生徒代表の各
祇詞、記念式の唱歌等を以て了ｂ、後龍南會主催としては、戸外遊戯・撃剣・弓術等があり、今後十月十日（瞥
學部は四月十日）を以て記念日と定めた。かくて同年十月三十一日調の職員は、嘉納校長、吉田嘗學部主事の
外、教授一一十四人、助教授十人、書記六人、嘱託七人、雇員十一一一人、雁外國教師一人（ラフヵヂヲ・ヘルン）、合
計六十一一人。（教授中には吉田氏を含む）内、（瞥學）博士一人（大谷周庵）、學士十五人で、生徒は、本校部に
於ては、本科一部第一一年級（法科）一一十一人、同一部第一一年級（文科）八人、同一部第一年級（法科）一一十人、
同一部第一年級（文科）八人、同一一部第一一年級（工科）七人、同一一部第一一年級（理科）一一一人、同二部第一年級十
七人、豫科第一級甲乙一一組八十一一一人、同第一一級甲乙一一組五十九人、同第一一一級甲乙一一組六十一一人、補充第一級甲乙
丙一一一組百八人、同第二級四十五人、合計十七組四百四十一人で、更に之を府縣別數字順にして、同年九月末日調
に從へば、熊本百六十五人、幅岡九十九人・佐賀五十一人、長崎四十七人、大分三十一人、鹿兒島十六人、宮崎
六人、石川四人、東京・兵庫各一一一人、大阪・幅島各一一人、京都・山梨・静岡・山形・秋田・廣島・山口・愛媛・
高知・青森・滋賀・輻井各一人となってるろ。又、瞥學部に於ては、瞥學科級外生九十八人、同第四年級一一一十二
人、同第一一一年級五十人、同第一一年級七十四人、同第一年級百十一人、藥學科第三年級九人、同第一一年級一一一人、同
第一年級六人合計一一一百八十三人で、府縣別数字順にすれば、長崎百七人、幅岡六十五人、熊本五十七人、佐賀五
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して置く。
歸途に就く街ほ平素私交を卒業生諸君に有すろもの数十人團蘂坐に残り相酌んで薔を話し幾多の健兒は秋水を
提げ詩に和して舞ひ糠慨悲壯夜漸やく深きに至りて歸ろ此日美酒の酢ふく言佳肴の鉋くべきなきも誰か訣別の
情に酔ひ衷心の熱血に鉋かざりしものぞ
尚この遙別會の席上に於ける藤本充安氏の答辮は、當年の青年の意氣を示すものであると老へるので、絃に節録
（前略）吾人は他の刺激によりて輿奮せるにあらす只吾人が赤誠よりして無形の第五高等中學を建設したり言即
ち本校を以て軍に監督者のみの學校とは見微さざりしなり吾人が明治什年始めて本校に入るや本校は一小破屋
の内にありて現今の如き宏壯美麗なる煉瓦の校舎の如きは夢にだも見ること能はざり言假令學校は此の如く汚
犠狹院なりしにもせよ吾人は確かに精榊を有うたりしなり（中略）現今域に及ぶ迄經歴せる重なる事項を鶏ぐ
れば
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岡
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人
と
な
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て
ゐ
る
。
尚
、
二
十
五
年
に
於
け
る
事
柄
を
記
せ
ば
、
三
月
七
日
の
醤
學
部
開
校
式
加
五
月
六
日
の
招
魂
祭
武
装
参
列
、
六
月
八
日
花
岡
山
に
於
け
る
平
山
前
校
藤
．
長
一
年
祭
等
の
外
、
生
徒
募
集
に
際
し
て
は
、
譲
科
補
充
二
級
を
止
め
た
こ
肚
に
と
等
で
あ
り
、
二
十
六
年
に
於
て
は
、
七
月
十
一
日
第
二
同
卒
業
式
の
際
、
於
能
久
親
王
殿
下
の
台
臨
を
辱
う
し
、
左
の
如
き
令
旨
を
腸
は
っ
た
こ
と
、
け
る
同
年
シ
カ
ゴ
府
に
於
け
る
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
會
へ
、
本
校
建
築
圖
を
癖
出
陳
し
た
こ
と
（
讐
學
部
よ
り
は
や
雄
娠
後
四
週
間
の
人
胎
一
、
肝
臓
ヂ
ス
枝
ト
マ
鐘
卯
五
其
他
で
あ
る
）
、
職
員
の
服
制
を
定
め
た
こ
と
琴
で
あ
る
。
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